
般
若
経

に
お
け
る

「
空
と
そ
の
同
類
語
」

に

つ
い
て

(
森

山
)

一
二
四

般
若

経

に
お
け

る

「空

と
そ

の
同
類

語

」

に

つ
い
て

森

山

清

徹

こ
こ
に

い
う
同
類

語
と
は
、
広
義

の
同
義
異
語
及

び
関
連
語
を
含

む
も
の
で
、

こ
れ
ら

の
言
葉

を
拾
う
こ
と
に
よ

つ
て
空

の
概
念
を

よ
り
明
確
に
す
る

こ
と
を

目
的
と
す
る
と
共
に
、
般
若
経
と
り
わ
け
初
期

の
般
若
経

に
於
け

る
空

の
意
味

を
究
明
し
た
い
考

え
で
あ
る
。

「
空

(
s
u
n
y
a
)

で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、

ま
た
無

尽

(
a
l
s
a
u
a
)

で
あ

る

と

い
う
こ
と

で
あ
る
。
空
性

(
s
u
n
y
a
t
a
)

で
あ
る
と

い
う

こ
と
は
、
ま
た
無
量

(
1
)

(
a
p
r
a
m
e
y
a
t
a
)

で
あ
る
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ら

に
区
別
は

な

い
。
し

た
が

つ
て
空
=
無

尽
=
無
量

と
い
う
等
式
が
成
り
立

つ
。
ま
た

「無
重

(
a
p
r
a
-

m
e
y
a
m
)と
い
う

の
は
空
性

の

(
s
u
n
y
a
t
a
y
a
h
)

呼

び

名

(
a
d
b
i
v
a
c
a
n
a
m
)

(
2
)

で
あ
る
。
そ
れ
は
無
相
の

(
a
n
i
m
i
t
t
a
s
y
a
)

呼
び
名
で
あ
る
。
無
量
と
い
う

の

は
無
願

の

(
a
p
r
a
n
i
h
i
t
a
s
y
a
)

呼

び
名

で
あ
る
。
同
様

の
こ
と
を
小
品
般
若

で

(
3
)

も
言

つ
て

い
る
。

つ
ま
り
無
量
=

空
性
=

無
相
=
無
願

と

い
う

こ
と
な
る
。

な
お
無
量
、
無
数
に

つ
い
て
般
若
経
自
身
が
語
義
解
釈

を
行

つ
て
い
る
。
「
無

量
と

い
う

の
は
、
そ
こ
に
於

て
諸

の
計
量
が
や
ま

る
か
ら
で
あ
る

(
p
r
a
n
a
n
a
n
y

u
p
a
r
a
m
a
n
t
e
)

無
数

(
a
s
a
m
k
h
y
e
y
a
m
)

と
い
う
の
は
計
算
に
よ

つ
て

か
ぞ

え

つ
く
す

こ
と
が

で
き
な

い
か
ら
で
あ

る

(
y
a
n
 
n
a
 
s
a
k
y
a
m
 
s
a
m
k
y
a

(
4
)

k
s
a
p
a
y
i
t
u
m
)

」

同
様

に

「甚

深

(
g
a
n
b
h
i
r
a
m
)

と
い
う

の
は
空

性

の

(
s
u
n
y
a
t
a
y
a
)

呼

び
名

(
a
d
h
i
v
a
c
a
n
a
m
)

で
あ
る
。
ま
た
甚
深
と
い
う

の
は
無

相
の

(
a
n
i
m
i
t
-

ta
a
s
y
a
)

無
願

の

(
a
p
r
a
n
i
b
i
t
a
s
y
a
)

無
作

の

(
a
b
h
i
s
a
m
s
k
a
r
a
s
y
a
)

無
起

の

(
a
n
u
t
a
p
d
a
s
y
a
)

無

生
の

(
a
j
a
t
i
)

無
存
在
の

(
a
b
h
i
a
v
a
s
y
a
)

離

欲

の

(
v
i
-

r
a
g
a
s
y
a
)

寂
滅

の

(
n
i
r
o
d
h
a
s
y
a
)

浬

築

の

(
n
i
r
v
a
n
a
s
y
a
)

遠

離

の

(
v
i
-

(
5
)

g
a
m
a
s
y
a
)

呼

び
名

で
あ
る
。
「
ま
た
、
甚
深
と

い
う
の
は
、

そ
れ

は

す

べ

て

(
6
)

の
も
の

の

(
s
a
r
v
a
d
h
a
r
m
a
n
a
m
)

呼

び

名

で
あ

る
。
」
「
世
尊

よ
、
も

の

の

(
d
h
a
r
m
a
n
a
m
)

本
性

(
p
r
a
k
r
t
i
r
)

は
甚
深

で
す
。
世
尊
は
言

つ
た
。
須
菩

(
7
)

提

よ
、
遠
離
性

(
v
i
v
i
k
t
a
t
v
a
t
)

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

こ
の
よ

う

に

甚
深

以
下
寂
滅
、
浬
盤
、
遠
離
さ
ら

に
先

の
無
量
、
無
数
と
い
う

の
は
空

の
同
義
異

語

に
ほ
か
な
ら
ず
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
存
在

の
実
相
と
は
我

々
の
認
識

に
よ

つ
は
量
り
知
れ
な
い
と
こ
ろ
の
も

の
で
あ
る

と
い
う

こ
と
を
言

い
表

わ
そ

う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
即
ち
以
下
の
よ
う
に

い
わ

れ

る

所

以

で
あ

る
。
「
色

(
r
u
p
a
m
)
も
ま
た
不
可
思
議

(
a
c
i
n
t
y
a
m
)

で
あ
り
、
無

比

で
あ

り

(
a
t
u
l
y
a
m
)

無
量

で
あ
り
、
無
数

で
あ
り
…
…
実

に
色

に
は
法
性

(
d
h
a
r
-

m
a
t
a
)が
あ
る
が
、

そ
こ
に
於

て
心
は

(
c
i
t
t
a
m
)

思

は

(
c
e
t
a
n
a
)

心
所
と

い
う
も

の
は

(
c
i
t
a
a
s
i
k
a
 
d
h
a
r
m
a
)

<法
性
と
>
相
当
し
な

い
の
で
あ

る

(
n
a

(8
)

t
u
l
a
n
a
)」

さ
ら
に

シ
ノ

ニ
ム

(
a
d
b
i
v
a
c
a
n
a
)

と
い
い
得
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、

実
際

(
b
h
u
t
a
k
o
t
i
)

真
如

(
t
a
t
h
a
t
a
)

法
性

(
d
h
a
r
m
a
t
a
)

法
界

(
a
h
a
r
m
a
d
a
t
u
)

無
染

(
a
s
a
m
k
l
e
s
a
)

不
可
思
議

(
a
c
i
n
t
y
a
)

寂
静

(
s
a
n
t
a
)

無
比

(
a
t
u
l
y
a
)

無
特
徴

(
a
l
k
a
s
a
n
a
v
a
)

無
依

(
a
n
i
s
r
i
t
a
)

清
浄

(
v
i
s
u
d
a
,
 
p
a
r
s
u
d

p
r
a
b
h
a
s
v
a
r
a
)

無
自
性

(
a
s
a
v
a
h
a
v
a
)

無
本
性

(
a
p
a
k
r
t
)

不

二

(
a
d
v
a
d
y
a
)

無
異

(
a
b
h
i
n
a
)
無
二

分

(
a
d
v
a
i
d
a
h
r
a
)

無

断

(
a
c
c
h
a
a
n
a
)

無

分

別

(
a
v
i
k
a
l
a
p
a
)

平
等

(
s
a
m
a
t
a
)

無
執
着

(
a
s
a
k
a
)

不

繋

(
a
p
a
r
y
a
m
a
)

不
可
得

(
a
m
u
p
a
l
a
m
b
h
a
)

虚

空

(
a
k
a
s
a
)

幻

(
m
a
y
a
)
夢

(
s
v
a
p
a
n
a
)

響
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(
p
a
r
a
t
i
s
r
u
t
a
k
a
)

影

(p
r
a
i
b
a
s
a
)
陽
烙

(m
a
r
i
c
i
)

こ
の
よ
う
に
般
若
経
に
於
い
て
は
空
及
び
そ

の
同
義
語
を

も

つ
て
存
在

の
実

相
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
空

と
い
う

こ
と
ば
自
体
表
現

に
す
き
ず
、
存

在

の
実
相
は
こ
と
ば
に
よ

つ
て
表

わ
す

こ
と
が

で
き
な

い
と
こ
ろ
の
も

の
で
あ

る
、
と
す
る

の
が
般
若
経

の
真
意

で
あ
る
。
す
な

わ

ち

「
す
冥

て

の
も

の
は

(
s
a
r
v
a
d
h
a
r
m
a
)

こ
と
ば

で
説
く

こ
と
は
で
き
な

い

(
a
n
a
b
h
i
a
l
y
a
)

と

い
う

の
は
、
ま
た
す

べ
て
の
も

の
の
空
性

で
あ
る
と
い
う

こ
と
は

(
s
a
r
v
a
d
h
a
-

rm
a
n
a
m
 
s
u
n
y
a
t
a
)

説

く
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
あ
る

(
n
a
 
s
a
 
s
a
k
y
a
'
 
b
h
i
-

(9
)

l
a
p
i
t
u
m
)
」

と

こ
ろ
で

一
般

に
空

の
意
味

と
は
、
す

べ
て
の
も

の
は
因
縁
に
よ

つ
て
生

じ

た
も

の
で
あ

つ
て
、
固
定
的
実

体
が
な
い
と
い
う

こ
と
。

こ
の
こ
と
を
縁
起

し

て
い
る
こ
と
で
あ

る
と
し
、
縁
起

と
同

じ
で
あ
る

と
説
明
さ
れ
る
。
そ
こ
で
般

若
経

で
は
空
と
縁
起
と
は
ど

の
よ
う
な
関
係

に
あ
る

か
と
い
う

こ
と
を
み
て
み

る
。
そ
の
前

に
ま
ず
竜
樹

の
場
合

を
検
討
す

る
と
、
申
論
に
於

て

「
わ
れ
わ
れ

は
、
縁
起

で
あ
る
も

の
を
空
性

で
あ

る

(
p
a
r
t
i
y
a
m
d
a
 
s
u
n
y
a
t
a
m
a
)

(
1
0
)

と
語

る
。」
廻
諄
論
で
は

「
も
の
が
他
に
よ

つ
て
存
在
す
る

こ
と

(
p
r
a
t
i
t
y
a
b
-

訂

く
餌
)
が
、
空
性

の
意
味

で
あ

る
。
ま

た
他

に
よ

つ
て
存
在
す
る
も

の
は
無
自

(
1
1
)

性

(
a
s
v
a
b
h
a
v
a
t
a
v
a
)

で
あ

る
。」

こ
の
よ
う

に
竜
樹

に
あ

つ
て
は
空

と
縁

起

及
び
無
自
性
と
は
同
義
語

で
あ
る
。
さ
ら
に
c
a
n
d
r
a
k
i
r
t
i

に
よ
れ
ば

「縁
起

(
1
2
)

(
1
3
)

の
故
に
空
で
あ
る
。」

「縁
起

の
故

に
無
自
性

で
あ
る

。」
「
無
自
性

の
故
に
空
で

(
1
4
)

あ
る
。
」
と
い

い
空

と
縁
起

と
無
自
性
と

の
論
理
的
関
係
を
明
瞭
に

表

わ

し

て

い
る
。

一
方

、
般
若

経
で
は
最
初

の
部
分

で
は
空

は
縁
起

に
よ

つ
て
説
明
さ
れ
て
は

(
1
5
)

お
ら
ず
、
空

は
素
朴

に
説
か
れ

て
い
る
に
す
き
な

い
。

ま
た
縁
起

の
語
は
全
体

を
通
し

て
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
み
ら
れ
な
い
。
八
千
頒
般
若

16
章
最
後

で
、
「菩

薩

(
1
6
)

摩
詞
薩

は
順
と
逆

の
縁
起
を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
あ

る
。
と
こ
ろ

が
こ
れ
と
相
当
す
る
箇
所
に
於
て
、
道
行
般
若
、

小
品

般
若
、
大
般

若
第
五
会

(
1
7
)

に
は

こ
の
内
容
を
示
す
文
は
な
く
、仏
母
生
般
若

に
は

「
随
順
縁
生
観

察
諸
法
」

(
1
8
)

大
品
般

若
に
は

「
自
逆
順
観
十

二
因
縁
。
」
と
あ
る
。
ま
た
八
千
類

般

若

17

章

(
1
9
)

(
2
0
)

で
、

わ
ず
か
に
縁
起

の
語
は
み
ら
れ
る
が
、
漢
訳
小
品
系
般
若
、
大
品
般
若
に

(
2
1
)

は
全
く
な

い
、
八
千
頗
第

19
章
冒
頭

に
於

て

「
縁
起

は
甚

深

で

あ

る
。
」
と
あ

(
2
2
)

(
2
3
)
(

24
)

(
2
5
)

(
2
6
)

り
、
道
行
、
小
品
、
第

五
会
、
放
光
、
大
品
等
に
も
同
様
に
あ
る
。
し
か
し
空

に
は
言
及
さ
れ

て
い
な

い
。
八
千
頚
第

28
章
後
半
部
に
於
て
唯

一
、
縁
起

に
つ

(
2
7
)

(
2
8
)

(
2
0
)

い
て
の
詳
説
が

み
ら
れ
、
か

つ
空
に
も
関
説
し

て
い
る
。
道
行
や
小
品

で
も
同

様

で
あ

る
。

と
こ
ろ
で
般
若
経
に
は
二
度
嘱
異
品
が
あ
る
が
、
第

一
の
嘱
異
品

で

一
度
般
若
経

は
完

了
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
先

の
唯

一
の
縁
起
と
空

と
に

つ
い
て
の
説

明
は
第

一
の
嘱
異
品

の
終

つ
た
直
後

に
現

わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は

空

と
縁
起

と
は
般
若

経
の
最
終
部
分

(第

一
の
嘱
異
品
以
降
)

に
な

つ
て
結

び

つ
い
た
も
の
で
あ

つ
て
、
最
初
か
ら

で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
し

た
が

つ

て
般
若
経

に
於

い
て
は
最
初

か
ら
空
=

縁
起

と
し
て
は
説
か
れ

て
い
な

か

つ
た

と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
般
若
経

の
空

と
竜
樹
及
び
中
観
派

の
空
と

は
そ
の
内
容
を
異

に
す
る
の
で
あ
る
。
初
期

の
般
若
経

に
お
け

る
空

と
は
、
す

べ
て
の
も
の

(
五
緬
)

を
対

立
概
念

(
常
-
無
常
、
我
-

無
我
、
苦
-
楽
、
浄

(
3
0
)

-

不
浄
、
空
-
不
空
)

に
よ

つ
て
区
別
す
る
思
惟

の
あ

り
方

に
対

し
て
、

一
説

に
よ
れ
ば
北
伝

ア
ビ
ダ

ル
マ
の
法

の
理
論
に
対

し
て
、
す

べ
て
の
も

の
(
五
緬
)

そ
れ
自

体
は
、
思
惟

と
は
か
か
わ
り

の
な
い
、
量

り
知

れ
な

い
も

の

(
無
量
、

無

数
、

甚
深
)

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

い
わ
ん
と
し
た
警
句

で
あ

る
。

そ
こ
で

は
、
ま
だ
空

の
意
味
と
し
て
、
す

べ
て
の
も

の
は
縁

に
よ

つ
て
起

つ
て
お
り
相

依
相
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
明
確

に
は
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。

紙
幅
が
尽
き
た

の
で
注
は
割
愛

す
る
。

般
若
経

に
お
け

る

「
空
と
そ

の
同
類

語
」

に

つ
い
て

(
森

山
)

一
二
五
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